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西大分港地区会場

大分石油コンビナート地区会場 ●地震津波避難訓練 9:00～10:00    ・大分地区石油コンビナート等特別防災区域協議会(８事業所)による津波避難訓練

○巡視船による避難広報訓練 9:00～ 9:30    ・巡視船によるライトメール・マイク等を活用した避難広報
○孤立者の救助・搬送訓練 9:20～ 9:50 ・決壊した岸壁で孤立している重傷者を海保ヘリで救助し、広域防災拠点まで搬送

○潜水士による捜索訓練 10:00～10:30 ・海保、消防、及び大分潜水が共同して行方不明者を捜索

●航路啓開訓練 10:30～11:00    ・海保、国交省別府港湾・空港整備事務所による航路の啓開

○支援物資海上輸送訓練 11:00～11:30 ・地元漁船（水難救済会）による海上物資搬送

○県・市災害対応連携訓練 9:00～12:00    ・県災害対策本部と大分市災害対策本部との相互の被災状況の情報共有及び連絡調整
○現地調整本部訓練 9:00～ （映像伝送訓練）情報通信機関（国交省ヘリ）が災害対策本部等に映像を伝送
●観戦客等避難誘導訓練 9:00～ 9:20 ・ドームのサッカー試合観戦客及びドームに避難してきた住民等を管理者が一時避難所(情報科学高校)に避難誘導
●ヘリ局地情報提供所訓練 9:00～14:00    ・各機関のヘリコプターが安全・円滑に救助活動できるよう自衛隊（管制気象隊）が気象情報・周辺情報等の局地安全情報を提供
○アマチュア無線通信訓練 9:30～12:00 ・アマチュア無線による非常時の通信
○高速道路復旧訓練 9:05～ 9:35 ・高速道路に隆起・亀裂・段差等が発生したため、西日本高速道路(株)、自衛隊等が共同して応急復旧
○道路啓開訓練 9:20～ 9:50 ・がれき等で閉塞された道路を建設業協会等により除去し活動車両等の進入路を確保
○放置車両排除訓練 9:20～ 9:50 ・日本自動車連盟（ＪＡＦ）大分支部等が放置車両を排除
○応急救護所開設訓練 9:30～ ・消防、日赤による応急救護所開設
○救援物資受入訓練 9:40～10:00 ・大分県生活協同組合連合会、全日本パン協同組合連合会九州ブロック及び大分県トラック協会が救援物資を広域防災拠点物資集積場所に受入れ
●燃料供給訓練 9:40～10:00    ・大分県石油商業組合が広域防災拠点常用発電機の燃料を供給
○ヘリによる救出訓練 10:00～10:20    ・津波により浸水した半倒壊ビル屋上から負傷した住民を自衛隊ヘリにより救出
●住民による救出救助訓練 10:00～10:25    ・避難途中の住民が半壊家屋に閉じ込められた負傷者を地域住民が協力して救助し安全施設へ搬送
○倒壊家屋からの救出・救助・搬送連携訓練 10:30～11:20 ・自衛隊、消防、警察及び救助犬の連携により倒壊家屋内の負傷者を救出し応急救護所へ搬送
●高圧発電機車搬送訓練 10:30～11:00 ・広域防災拠点における電力不足に対応するため、九州電力の高圧発電機車を自衛隊ヘリ（ＣＨ４７）が空中搬送し、電力を供給
○遺体検視・身元確認訓練 10:40～12:00 ・警察(広域緊急援助隊・刑事部隊)による検視・身元確認
●家屋火災の空中消火訓練 11:20～11:50  ・道路ががれき等で閉塞された地区で通電火災が発生したため、防災ヘリによる空中消火

○情報伝達・シェイクアウト訓練 9:00～ 9:30・防災サイレン及び防災行政無線による情報伝達、及び一分間の安全行動
○避難広報・情報収集訓練 9:00～ 9:30 ・県警ヘリによる津波避難広報及び沿岸部の状況等の情報収集
○住民避難訓練 9:00～ 9:30 ・一時避難所（旧佐賀関高校）まで避難 →佐賀関小学校へ
○連絡調整所訓練 9:00～12:00 ・避難所に派遣された市職員が市災害対策本部との連絡調整を実施
○避難所開設訓練 9:30～12:00 ・避難住民の受入れ、区割り、配置、食事の提供等
○災害ボランティアセンター設置・運営訓練 9:30～12:00 ・大分市社会福祉協議会によるボランティアセンター設置
○アマチュア無線通信訓練 9:30～12:00 ・アマチュア無線による非常時の通信
○炊出し訓練 9:30～12:00 ・自衛隊、婦人団体による炊き出し
○物資搬送訓練 10:30～11:00 ・大分市の備蓄物資を大分県トラック協会により避難所へ搬送
○救援物資受入訓練 10:30～11:00 ・全日本パン協同組合連合会九州ブロックによる救援物資(パン)搬送
●中学生によるプレゼンテーション 11:00～11:30   ・中学生が防災学習で学んだ成果を避難住民に発表

由布市内全域 ●シェイクアウト訓練 9:00～ 9:30

湯布院中学校会場

○県・市災害対応連携訓練 9:00～12:00  ・県災害対策本部と由布市災害対策本部との相互の被災状況の情報共有及び連絡調整
（映像伝送訓練・テレビ会議）国交省九州整備局による映像伝送及び災対本部とのテレビ会議

○情報伝達訓練 9:15～ 9:30  ・防災サイレン及び防災行政無線による情報伝達及び避難指示
○土嚢積み訓練 9:40～10:10  ・消防団等による越水等の応急対策
○道路啓開訓練 9:50～10:20 ・大雨による道路上の流石物等を建設業協会等が除去し活動車両等の進入路を確保
○アマチュア無線通信訓練 10:00～11:00 ・アマチュア無線による非常時の通信
○住民による救出・救助訓練 10:30～11:00 ・住民・自主防災組織の共助により倒壊家屋から住人を救助
○負傷者救出・救助訓練 10:30～11:30  ・土砂崩れによる車両２台の埋没、後続車両の追突事故等を想定し、消防、警察及び自衛隊が連携して救出・救助（埋没車両・衝突事故・倒壊家屋）
○応急救護所開設訓練 10:40～11:30  ・消防による応急救護所開設

湯布院Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター会場（住民避難）

○住民避難訓練 9:15～10:00
○避難所開設・運営訓練 9:00～12:00  ・避難住民の受入れ、区割り、配置、食事の提供等 ・モバイルファーマシーの活用
○災害ボランティアセンター設置・運営訓練 9:15～12:00 ・災害ボランティアセンターを設置し、受付から運営までを実施
○要配慮者の福祉避難所への搬送訓練 9:30～10:00 ・避難生活が困難な高齢者を福祉施設に搬送
○炊出し訓練 9:30～12:00  ・自衛隊による炊き出し
○仮設トイレ設置訓練 10:00～10:30 ・避難所近傍に仮設トイレの設置
○物資搬送訓練 10:30～10:50 ・由布市の備蓄物資を大分県トラック協会により避難所へ搬送
○救援物資受入訓練 10:45～11:10 ・大分県生活協同組合連合会による救援物資(飲料水)搬送
○防災講話 11:15～11:50   ・住民の防災意識の向上のため講話を実施

挾間(石城)地区・庄内(阿南)

地区・湯布院(湯平)地区

○住民避難訓練 9:15～ 9:40

○初期消火訓練、防災講話 9:20～11:40    ・消防団による初期消火、住民の防災意識の向上のため講話を実施

○県・市災害対応連携訓練 6:00～ ・各会場の状況映像を防災センターに集約し、各市災害対策本部及び現地調整本部との情報共有及び連絡調整


